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青少年折シティ叩ルー1

「つぼみ」編
市社協登録ボランティアグループ「つぼみ」は青少年ボランティアグループとして、

高校生から既婚者までと幅広い年齢層で、主に土・日・祝日に活動しています。

活動内容は、個別依頼による高齢者、障害児・者の外出介助、施設行事のお手伝いを

しています。一昨年は和歌山県台風12号の災害支援ボランティアなどにも協力し、多

岐にわたる分野にて活動に取り組んでいるグループです。

月1回定例会を開催しており、ボランティアに関する情報共有をおこなったり、メン

バー間のコミュニケーションの場ともなっています。

このたびは「平成24年度ボランティア功労者厚生労働大臣感謝状」を受賞しました。

今後も青少年のボランティア活動の促進と社会貢献のために、様々なボランティア活動

に寄与していきたいと思います。

高齢者施設でのお手伝い
ボランティア功労者厚生労働大臣感謝状　ボランティアフェスティバルにてパル

贈呈式（豊中市長より贈呈） ーンアート体験コーナーの協力



〕丁年体竺絡会箋空朗　簡‾

皐中ボ弓婦ス干。馳
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●　11月18日（日）、豊中市すこやかプラザにて、ボラン　●

：ティアフェスティバルを開催し、約320名の方が来場さ：
●　れました。ボランティア団体連絡会の設立20周年を記念　●

：しての講演やボランちゃんのリニューアルなどで会場が●
．一一一鉢」∴＿．、＿．⊥．一．＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　にぎわいました。
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

オープニング脚ボランちゃん誕生

読みきかせ「さ酉呑童子」

8つのグループによる個性あふ

れるステージ発表がありました。

「着物を再生した衣装を披露

し、拍手をいただき、嬉しかっ

たです。努力した結果を評価し

てもらい、活動の励みになりま

す。」（ファッションショー参加

グループ）

みんなでいきいき歌体操

豊中在住の人気ラジオパ
ーソナリティー　馬場章夫

（ぽんばふみお）さんによ

る『世界一寒い村を訪ねて』

の映像と体験談に会場は釘

づけとなりました。

「何しろ面白い！自分では

体験できない世界を見せて

話してもらいました。」

（参加者の声）
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点字体験

リフト付き自動車試乗体験

寒さと強風にも負け

ず、30人以上の方が体

験されました。ほとんど

が初めての体験でし

た！

ボランティア

バルーンアート体験

やし－W

各体験ブースでは、参加者が、

専門のボランティアグループ

の指導を受けながら、楽しく

体験をしていました。

障害者の手作り品の販売コーナー

2階では、今や恒例となった憩いの場、ボ

ランティアカフェがオープンし、5つのボラ

ンティアグループが交代で香り高いコーヒ
ーを提供してくださいました。

『コーヒーとお菓子を真ん中に、参加者の会

話がはずみ、交流が広がるお手伝いができま

した。』（カフェ協力グループ）

ホームページ製作体験

顆ットヒューマンザー同日開催

∨フェス当日は、同じすこやかプラ

ザ2階デッキ広場にて「企業・団体ボ

ランティアネットワークとよなか」

（∨ネットとよなか）によるバザーも

開催され、そちらもたくさんの来場者

でにぎわいました。
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l　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■■■■　■　■　■　●　●　■l H　■＝■　■t

午前7時に豊中市全域で≡

震度6強の地震が発生した；
という想定で災害支援訓練：

を実施。60人を超えるボラ；
ンティアにご参加いただ：

き、設置した災害ボランテ≡
イアセンターを中心に、二：
－ズ聞き取りによるボラン；

ティアの需給調整、非常食；

の調理、テント設営、安否；

確認、情報発信、防災用品≡
の確認などのシミュレーシ；

ヨンを行いました。　　　：

■

■■■■■■■■■■■■　■■■■■

H25．1．19（土）

講演会「3．11兼 �日本大震災・・ �・そのときボランティアは 

どう動いたのか！ �」一岩手県大槌 �撮町ボランティアセンターの現場から～ 

訓練に続いての講演会では、震災による壊滅的

被害を受けた岩手県大槌町社会福祉協議会に、震

災直後から派遣され、活動をされていた岩手県社

会福祉協議会職員の和山亨さんを講師としてお

招きし、当時のボランティアと地元住民とのかかわ

りなど、映像を交えながらお話しいただきました。

約140人の参加者に対して、「地域の事情に寄

りそった支援の大切さ」を温かく穏やかに訴えら

；れ、多くの参加者の心にとどきました。
●

・地元のボランティア運営次第で外部ボランティアがス

ムーズに動けるという話にとても納得。
・復旧、復興の段階ごとにニーズが変化していくことが

よくわかった。
・現地に行くだけがボランティアではなく、バザーを開

催し、送金することも立派なボランティアであるとき

き、ホッとした。
・いかに被災者に寄りそった活動ができるか、地元の流

儀、価値観でやることの大切さがよくわかった。

（参加者アンケートより抜粋）
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れこれ
3月3日（日）、千里セルシー

広場にて開催された消防災展に

市社協も参加し、東北支援物産

展、市社協災害支援ネットワー

クの協力で街頭募金を実施しま

した0　　凸

大震災から2年にあたる3月

11日（月）、すこやかプラザにて

ろうそくを灯し、震災犠牲者の方

に祈りを捧げるとともに今後の

継続した支援を誓いました。当日

は豊中駅にて街頭募金も実施し、

被災地に心を寄せる一日となり

各地の被災者にプレゼントを贈りました

ました。

ますます寒さが厳しくなることが予想される年末に、

身も心も温まるプレゼントとして市社協登録＞グルー

プ「小さな手」手作りの手袋と府社協から寄贈された手

編みベストを岩手県釜石市の仮設住宅にお住まいの

万々に送りました。とかく気持ちが沈み、ひきこもりが

らになる万も多い中、遠く離れた豊中からも応援してい

ることを伝えました。

また、被災して豊中に住まれている方々（11世帯）

には新年用にタオルセットをお届けしました。

3月16日（土）、豊中市出身の村

井嘉浩宮城県知事による講演会「震

災から2年・‥被災地の今」が開

催され、約300人が参加しまし

た。村井知事は東日本大震災の被害

実態や現状、復興への道のりを映像

を使って詳しく説明され、「被災地

を忘れないで、東日本へ遊びに来て

ください」と話されました。

当日、集まった募金は宮城県への支

援金として送金いたします。

東日本大震災支援金募金のお礼

市社協では支援金お預かりと募

金箱の設置を引き続き行っており

ます。

H24．4月→　44，630円

5月→　　2，501円

6月→　　4，850円

7月→　10，876円

8月→　21，436円

9月→　　　　514円

10月→　　9，807円

11月一→　29，217円

12月→　73，959円

H25．1月→　　2，833円

2月→　　2，915円

3月→184，677円

合計　⇒388，21＋＋5円

（3／20現在）

全額、中央共同募金会へ送金して

おります。

ありがとうございました。
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噛ボランティア講渥
市社協では、精神障害者への理解を深めるために、

平成17年から標記の講座を開催しています。平成

24年度は11月12日・19日の2日間に渡り開催

しました。

講演会と併せて、障害によって働く事が困難な方

のための日中活動をサポートする福祉施設「地域活

動支援センター」の見学会も後日行われました。豊

中市内には2施設あり、こちらも2日に分けて見学

会を開催しました。
☆「らよボラサロンえがお」

精神障害者の社会参加の

ステップ、地域交流の場、

ボランティア活動を実践し

ていく場として、毎月1回

第4月曜日に様々なボラン

ティア活動を行っていま

す。

平成25年2月14日に大阪市住之江区に

ある、㈱かんでん工ルハートを見学しました。

これは「企業・団体ボランティアネットワー

クとよなか」と合同で実施したもので、当日

は合計19名の参加がありました。

現地ではパワーポイントにより、第三セク

ター方式で関西電力㈱の特例子会社であるこ

とや、大阪府・大阪市の就労支援があるとい

った会社情報や事業拠点、障害者雇用率・要

員数及び売上高の推移の説明の後、社会的な

障害者数や障害者雇用数と実雇用率の推移な

どについてもご説明いただき、オリジナルの

会社紹介DVDを鑑賞したあと、実際の勤務に

ついて、印刷や贈答品包装、園芸業務等につ

いて各セクションをご案内いただき、社員の

方との交流を持ちました。

ボランティアってなあに
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参加者からは、「大企業の障害者雇用の

取り組みがよく理解できた。」といった声

や、「職員採用について、職業安定所など

でも情報が得られるのか？」といった異体

的な質問もあがり、参加者の関心の高さが

うかがえました。また、「大変参考になっ

た。またこのような企画を実施してほし

い。」と、次回開催への期待の声もいただ

きました。

まだまだ厳しい社会状況にありますが、

継続したこのよう企業姿勢がノーマライ

ゼーションを推進する取り組みに繋がっ

こ
の
漫
画
は
び
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ポ弓ン苧イア施辣訪問記
「神潜園しあわせの家」を訪ねて

秋晴れに恵まれた10月25日、私たらは神戸市

北区にある「神潜園しあわせの家」を見学させてい

ただきました。

特別養護老人ホームや

介護老人福祉施設などが

北区、西区、須磨区、垂水

区に点在している高齢者福

祉総合施設「神潜園」の
一つである「神海園しあ

和気あいあいのメンバー
わ世の家」は、認知症専門

の日本でも少ない施設の一つで、多くの万々が穏や

かに過ごしていらっしゃいました。

移動の際に通る長いスロープや皆で楽しめるフリ
ースペース、介護度に応じて和風、洋風に作られた

フロアが印象的で、樹木や季節の花々が咲く外部は

広く開放的で爽やかな気分にさせてくれました。

市社協に利用申込みされている万と、火曜日に電

話でお話しさせていただく「聴くの会」では、日ご

ろの活動の他に年に1′〉2回、このような施設見学

も行っています。　　（聴くの会M．F）

年賀状ボ弓シティア
今年も豊中市にお住いのおひとり暮らし

の高齢者の皆様へ年賀状を作成し送付する

年賀状ボランティアを開催しました。11月
′）12月にかけて6日間の日程で開催し、

今年は豊中市にひとり暮らし登録をしてい

る70歳以上の高齢者、5，671名に送付さ

せていただきました。

お送りした年賀状のお礼のお返事もたく

さんいただきました。

今回ご協力いただきましたボランティア

の皆様、ありがとうございました。

ボランティア手作りの年賀状

ia平声　担増野ia♂　担qpia

望登録
登録しているボランティアグループと、個人で活動をされている方との「新年の集い」

が、去る1月29日に福祉会館で開催されました。各グループからそれぞれの紹介の後、

事務局からは出しものとしてお年玉クイズがあり、景品をもらった方もいらっしゃいま

した。また、歌体操の披露があり、有志の方からハーモニカ、フルート、ギターなど楽

器演奏、江戸芸かっぽれ踊り、日本舞踊などさまざまな出しものが披露され、会は大い

に盛り上がりました。最後に、参加者全員で歌を合唱、和気あいあいの雰囲気のなか、

ボランティア同士が交流のひとときを共有しました。（そよかぜ　K．0）
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！注遠赤繭き義盛繭五重薮粛正真也裏技！
l rとよなか地域ささえ愛ポイント事業」とは？　　　　　　　　　　　　　　l

！讐警芸…；≡ヲ芸芸…警書芸≡票警≡宍竺≡…芸芸≡警≡芸、（≡孟…書芸；…芸と≡≡三！
l地域の福祉施設・福祉活動への理解を深めてもらうための事業で、活動実績に対してポイントがl
’付与され、ポイント数に基づき、活動支援金を支払われます。　　　　　　　　　　　　　　　・

l◆対象◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

’満65歳以上の市民（介護保険第1号被保険者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

l◆地域ささえ愛ポイント対象活動◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

’①豊中市内の介護保険施設等での高齢者支援活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

l②豊中市社会福祉協議会小地域福祉ネットワーク活動の高齢者支援活動及びボランティアセンターl
’の高齢者支援活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

l③この事業に伴い実施する研修会等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

‘◆ポイントについて◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

1活動実績に対しポイントが付与されます。1回1時間程度の活動に対して、100ポイント、1日200l

i芸這孟主芸蓋讐話芸≡慧芸謡に、1000ポイント単位で活動年度にたまったポイント●l

（1000ポイント＝1000円）

◆活動の流れ◆

l活動登録l

登録される万は事前に

説明会に参加していただ

きます。

◆平成24年度活動支援金の申込み　及び平成25年度の登録継続について◆

平成24年度　活動支援金の申込

4月10日（水）までの間にポイントカードと活動支援

金申込書（様式第8号複写式）を市社協事務局までご

提出ください。（受付後申込書の控をお渡しします）

へ／ ボランティア活動齢保障制度の指か
安心してボランティア活動や地域活動に取り組んでいただ

くために、ボランティア活動総合保障があり、ボランティア

センターが窓口になっています。

◆ボランティア活動保険（ボランティア活動中の保障）

⇒ボランティア活動を行う団体対象

◆ボランティア市民活動・市民活動行事保険（行事活動中の保

⇒スポーツ活動や子供会活動など、各種市民活動を行う団

体対象　　　　　　　※詳しくはお問い合わせ下さい

・巌′

桜が満開です。あなたの心にも花が咲

いていますか。日々の活動時、心の花を

そっと手渡す感じを心がけています。

今、盛りの桜、野に咲くスミレ、どんな

花を咲かせましょうか。（ステッキ）


